
 

Cisco MeetingPlace Web Conferencing
リ リース 5.3 リ リース ノート

目次
イン ト ロダクシ ョ ン （p.1）

Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要件 （p.2）

Segmented Meeting Access の要件 （p.6）

負荷分散機能の要件 （p.7）

WebConnect の要件 （p.8）

Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユーザ要件 （p.9）

Cisco MeetingPlace 製品の互換性 （p.11）

リ リース 5.3 へのアップグレード （p.12）

新機能および変更された機能 （p.12）

警告 （p.14）

関連資料 （p.14）

イン ト ロダクシ ョ ン
この資料では、 Cisco MeetingPlace Web Conferencing リ リース 5.3 のシステム要件、 新機能、 およ
びリ リース 4.3.0.246 以降の主な警告について説明します。

（注） この資料では、Cisco MeetingPlace Web Conferencing リ リース 5.3 を 「 リ リース 5.3」 と表記します。
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Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要件
リ リース履歴

Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要
件

リ リース 5.3 を新規にインス トールするには、 Cisco MeetingPlace アプ リ ケーシ ョ ン専用の Cisco
Media Convergence Server （MCS） が必要です。 ハード ウ ェア構成は、 使用するシステムの音声
/Web 会議ユーザ ラ イセンス （ポート ） 数によって異なり ます。

（注） この リ リースは米国英語のみをサポート しています。それ以外の OS を使用しているお客様は、サ
ポート されている OS を使用して Cisco MeetingPlace Web Conferencing を再インス トールする必要
があ り ます。

システム要件を参照する際には、 次の点に注意してください。

• リ リース 5.3 を Segmented Meeting Access 構成でインス トールする （外部アクセスを可能にす
る） 場合には、 「Segmented Meeting Access の要件」 （p.6） も参照する

• Cisco MeetingPlace Web Conferencing Load Balancing および WebConnect など、 リ リース 5.3 の
機能を使用する場合には、別途構成を検討する必要がある。詳し くは、「負荷分散機能の要件」
（p.7） および 「WebConnect の要件」 （p.8） を参照

• エンドユーザ要件については、 「Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユーザ要件」
（p.9） を参照する

• リ リース 4.3.0.xx から リ リース 5.3 へのアップグレードについては、「 リ リース 5.3 へのアップ
グレード」 （p.12） を参照する

リ リース リ リース日 概要

5.3.104 2004/11/05 フ ィーチャ  リ リース （インス トール機能とアップグレード機能の強化、
Macintosh アプ リ ケーシ ョ ンの共有、 ビデオ サポート、 SSL 管理の強化、
ミーティング コンソールの強化、およびシスコ  ブランドへの変更など）。
この リ リースは米国英語のみをサポート

4.3.0.246 2004/04/27 環境、 管理、 およびインフ ラ ス ト ラ クチャの強化 （Microsoft Windows
2003 のサポート、 システムレベルのチャ ッ ト制御、およびポルトガル語
とスペイン語 [ ラテン アメ リ カ ] のサポート など）

4.3.0.100 2003/10/20 多言語サポート （日本語とフランス語）、システム要件の更新、マルチプ
ロセッサ サーバ / パフォーマンス / アプリ ケーシ ョ ン共有機能の改善

4.3.0.63 2003/03/26 フ ィーチャ  リ リース （ホワイ ト ボード機能、 プレゼンテーシ ョ ン モード
の改善、 コ メン ト付加、 24 ビッ ト  カラー サポート、 音声 /Web の同期記
録および再生機能、 ミーティング ルームの更新など）

4.2.7.92 2002/05/17 フ ィーチャ  リ リース （WebConnect、 スライ ド  シ ョー モード、 ポーリ ン
グ機能、 およびミーティング ルームの更新など）

4.2.5.53 2001/09/14 ユーザ インターフェイスの刷新

4.2.0.44 2001/05/21 Web ベースの共有機能の導入

4.1.3.42 2000/09/18 MSDE/SQL Server データベースの実装

4.0.0.10 1999/04/23 WebShare の採用
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Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要件
（注） Terminal Service を使用した リ リース 5.3 のインス トールおよびリ リース 5.3へのアップグレードは
サポート されていません。

表 1 CiscoMeetingPlace Web Conferencing のシステム要件

コンポーネン ト 要件

Web 会議サーバ ハード ウェア

• Cisco Media Convergence Server （MCS）、 HP または IBM が提供する同等製品で
Cisco MeetingPlace アプリ ケーシ ョ ン対応のもの。 必要な MCS の数は、 使用する
Cisco MeetingPlace システムの音声 /Web 会議ユーザ ラ イセンス （ポート ） 数に
よって異なる

（注） MCS の詳細については、 下記 URL を参照 
http://www.cisco.com/jp/product/hs/iptel/mcs/

Cisco MCS 7835H-3.0-IPC1 または 7835I-3.0-IPC1

– 音声ユーザ ライセンス数が 480 以下のシステム向け

– 最大 50 の Web 会議ユーザ ラ イセンスをサポート

Cisco MCS 7845H-3.0-IPC1

– 音声ユーザ ライセンス数が 1,152 以下のシステム向け

– 1 サーバごとに最大 200 の Web 会議ユーザ ラ イセンスをサポート

– Web 会議のユーザ ラ イセンス数が 50 を超える場合、 Cisco MeetingPlace for
Outlook や Cisco MeetingPlace SMTP/E-Mail Gateway などの Cisco MeetingPlace
アプ リ ケーシ ョ ンを Web 会議専用の MCS 7845 に移動

• Web 会議ユーザ ラ イセンス数が 200 増えるたびに、専用の MCS 7845 を 1 つ追加

OS （オペレーティング システム）

• Cisco MCS OS 2000.2.6 （SR 4） 以降

その他

• Microsoft Internet Information Server （IIS） 5.0

– Microsoft IIS 5.0 は、 OS がインス トールされた Cisco MCS にインス トールし
て設定

• Sun Java Runtime Environment (JRE) 1.4.2_05 （ リ リース 5.3 に組み込まれており、
他のバージ ョ ンの Sun JRE が検出されない場合は自動的にインス トール）

• NT File System （NTFS） (2.5 GB 以上の空き容量）

• 予測されるベース  レベルでの録音時間あたり 700 MB の追加ディ スク容量。詳し
くは、 『Administrator's Guide』 の第 4 章にある 「Recording Size」 の項を参照

• Microsoft PowerPoint 2003 （プレゼンテーシ ョ ン モードのスライ ド変換用）

（注） リ リース 5.3 は、 スライ ド変換の優先度が低いシステム （ラボ システムなど）
向けに独自の内部変換ツールを備えている。内部変換ツールは、Web 会議サー
バ上のビデオ ド ラ イバ設定にしたがって画像を表示

• すべてのコーポレート  フォン ト /Microsoft の標準フォン ト （Microsoft PowerPoint
のフォン ト など） をインス トール
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Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要件
音声サーバ ハード ウェア

• Cisco MeetingPlace 8112 Server または Cisco MeetingPlace 8106 Server

ソフ ト ウェア

• Cisco MeetingPlace Audio Server リ リース 5.3

その他

• アクセス  ポート （音声）

• Cisco MeetingPlace WebPublisher オプシ ョ ン  キー

• Cisco  MeetingPlace データ会議オプシ ョ ン  キー （アプ リ ケーシ ョ ン共有 / プレゼ
ンテーシ ョ ンに必要）

• Cisco MeetingNotes データ  オプシ ョ ン キー （プレゼンテーシ ョ ン / ファ イル添付
に必要）

• Cisco MeetingNotes 音声オプシ ョ ン キー （ミーティングの録音に必要）

• Cisco MeetingPlace ビデオ統合オプシ ョ ン キー （ビデオ会議に必要）

SQL サーバ • Microsoft SQL Server 2000 （SP 3a） （ リ リース 5.3 に組み込まれており、Cisco MCS
で SQL Server をローカルにインス トールする際、SQL Server の以前のバージ ョ ン
がインス トーラによって検出されない場合は自動的にインス トール。 以前の リ
リースが検出された場合は、 SP 3a にアップグレード）

• Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine （MSDE） （SP 3a） （ リ リース 5.3 に組み
込まれており、 旧式の他社製 MCS Windows サーバで SQL Server をインス トール
する際、SQL Server のフル バージ ョ ンがインス トーラによって検出されない場合
は自動的にインス トール）

– MSDE には接続を同時に 8 つまでしかサポート しないという機能上の制約が
あ り、 リ リース 5.3 の性能を阻害する こ とがある。 Cisco MeetingPlace Web
Conferencing の将来の リ リースでは、 MSDE のサポー ト状況は未定。 Cisco
MeetingPlace システム （特に、 本稼働システム） では、 SQL Server フルライ
センスの使用を強く推奨

（注） リモート SQL Server オプシ ョ ンを使って リ リース 5.3 を使用する場合、リ リー
ス 5.3 をインス トールする前にリモート  マシンに SQL Server （SQL Server の
フルバージ ョ ンまたは MSDE） をプ リ インス トールするこ と

（注） リ リース 5.3 は、 大文字 / 小文字を区別する SQL サーバをサポート しない

表 1 CiscoMeetingPlace Web Conferencing のシステム要件 （続き）

コンポーネン ト 要件
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Cisco MeetingPlace Web Conferencing のシステム要件
VNC を使用した Cisco CallManager のインストール

IBM Director 4.11 以降が稼働中のサーバに VNC を使って Cisco CallManager を リモートからインス
トールする場合、 不具合が発生するこ とがあ り ます。 不具合は、 IBM MCS-7835I でリ リース 5.3
を初めてインス トールする場合またはアップグレードする場合に発生します。

問題を回避するには、IBM MCS-7835I で初めて リ リース 5.3 をインス トールした り リ リース 5.3 に
アップグレードを行った りする場合には、 VNC を使用しないこ とを強く推奨します。

詳し くは、 Bug Toolkit （「警告」 [p.14] を参照） を使用して、 CSCsa39488 を確認して ください。

Cisco MeetingPlace Web Conferencing と Cisco Security Agent
リ リース 5.3 は Cisco Security Agent と互換性があ り ません。 リ リース 5.3 がインス トール済みの
（またはインス トールされる予定の） Web 会議サーバに、 Cisco Security Agent をインス トールしな
いでください。

ネッ ト ワーク要件 • Web 会議サーバが Cisco MeetingPlace Audio Server システムと通信できるよ うに、
次の要件を確認する

– TCP ポート 5003 および 5005 が、 Web 会議サーバとプライマ リの Cisco
MeetingPlace Audio Server システム間で双方向に開いている

（注） Cisco MeetingPlace Audio Server システムは、 Web 会議サーバへのリバース接
続を開始できるため、Web 会議サーバから音声サーバにポート 5003 を開く必
要はない。 リバース接続を開始する場合、 リ リース 5.3 のインス トール時には
IP アドレスではなく Cisco MeetingPlace Server のホス ト名を入力する。 また、
この Web 会議サーバは音声サーバ上で手動設定する必要がある。 詳し くは、
『Administrator's Guide』 の第 3 章にあ る 「Installing Cisco MeetingPlace Web
Conferencing」 の項を参照

– Web 会議サーバにスタティ ッ ク IP アドレスが設定されている

– Web 会議サーバと Cisco MeetingPlace Audio Server システム間の接続が高品質
で、 ト ラフ ィ ッ ク輻輳による中断が発生しない （往復の遅延が 100 ミ リ秒を
超えるか、 パケッ ト損失が 1% を超える と、 サービス品質は大幅に低下する
可能性がある）

• 使用しているネッ ト ワークが 100 MBps で高い信頼性を実現できる場合、 Cisco
MCS のイーサネッ ト  インターフェイスを 100 MB 全二重に設定する。 それ以外
の場合は、 インターフェイスを Auto-negotiate （自動設定） に設定

（任意） 音声の変換と再生 音声変換を行う場合 ：

• サードパーティ製の音声サービスで、 音声ファイルを WAV または WMA 形式に
変換する必要はない。 リ リース 5.3 は、 内蔵の音声サービス  コンポーネン ト とエ
ンコーダを使用して音声添付ファ イルをこれらの形式に変換する

• 音声添付ファ イルを MP3 形式に変換する場合、 XingMP3 エンコーダが必要

音声 / データ記録のス ト リーム再生を行う場合 ：

• Windows Media Services。 インス トールと設定の詳細については、 『Administrator's
Guide』 の第 3 章にある 「Configuring the Windows Media Server」 の項を参照

表 1 CiscoMeetingPlace Web Conferencing のシステム要件 （続き）

コンポーネン ト 要件
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Segmented Meeting Access の要件
エンドユーザ システムに Cisco Security Agent がインス トールされている場合、 アプリ ケーシ ョ ン
共有機能を使用する とセキュ リ テ ィ警告が表示されますが、 そのまま使用を続けても問題あ り ま
せん。

Segmented Meeting Access の要件
リ リース 5.3 では、 外部アクセス用の Segmented Meeting Access （SMA） 構成と して、 Segmented
Meeting Access - 1 Server （SMA-1S） と Segmented Meeting Access - 2 Server （SMA-2S） の 2 つがサ
ポー ト されています。 詳し くは、 『Administrator's Guide』 の第 5 章 「Providing External Access to
Cisco MeetingPlace Web Conferencing」 を参照して ください。

次の要件は、 リ リース 5.3 ハードウェアおよびソフ ト ウェアの標準システム要件 （表 1[p.3]） に対
する追加要件です。

Segmented Meeting Access - 1 Server の要件

SMA-1S 構成では、次のシステム要件が追加されます。 SMA-1S 構成を使用する前に、表 2 の要件
を満たしているこ とを確認して ください。

表 2 Segmented Meeting Access - 1 Server 構成の要件

コンポーネン ト 要件

ハード ウェア Cisco MCS × 1 （IP アドレスを 2 つ使用）

ソフ ト ウェア リ リース 5.3 （仮想 Web サイ ト を設定）

DNS 設定 • セグメン ト化された DNS の場合、同一のホス ト名を、内部 DNS では内部 Web 会議サー
バに、 外部 DNS では外部 Web 会議サーバに解決する必要がある

• セグメン ト化されていない DNS に対応するよ うに通知テンプレート を設定する方法に
ついては、 該当する Cisco MeetingPlace 通知アプリ ケーシ ョ ンの管理者ガイ ドを参照

• 内部のホス ト名または IP アドレスは、内部ネッ ト ワークからのアクセスのみを許可する

• 外部のホス ト名または IP アドレスは、 内部ネッ ト ワーク と インターネッ ト両方からの
アクセスを許可する

ポート  アクセス DMZ と内部ネッ ト ワーク間のオープン ポート ：

• TCPポート 5003および5005が、Web会議サーバとプライマ リのCisco MeetingPlace Audio
Server システム間で双方向に開いている

（注） 使用中のネッ ト ワークが 「 リバース接続」 に対応している場合 （IP アドレスではな
く Cisco MeetingPlace Server のホス ト名を使用して Web 会議サーバを設定している
場合）、 Audio Server システムは、 ポート 5003 着信がブロ ッ ク されている と、 DMZ
の Web 会議サーバに対して リバース接続を開始できる

インターネッ トから DMZ への着信オープン ポート ：

• ポート 80

• （強く推奨） ポート 443 （SSL 用）

• （強く推奨） TCP ポート 1627 （ ミーティング コンソールのパフォーマンスを向上）

• （任意） TCP ポート 1503 （NetMeeting アクセス用）
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負荷分散機能の要件
Segmented Meeting Access - 2 Server の要件

SMA-2S 構成では、次のシステム要件が追加されます。 SMA-2S 構成を使用する前に、表 3 の要件
を満たしているこ とを確認して ください。

負荷分散機能の要件
isco MeetingPlace Web Conferencing の負荷分散機能は、 アルゴ リ ズム処理によって Web 会議サー
バのク ラスタ内で Web 会議要求を均等に分散します。Cisco MeetingPlace Web Conferencing で負荷
分散機能を使用する場合の追加要件は次のとおりです。

表 3 Segmented Meeting Access - 2 Server 構成の要件

コンポーネン ト 要件

ハードウェア 単体の Cisco MCS × 2 または Cisco MCS ク ラスタ （負荷分散を行う場合）

• 1 つのサーバまたはサーバ ク ラスタは、企業のプライベート  ネッ ト ワーク内で内部 Web
会議サーバと して使用される

• 1つのサーバまたはサーバ ク ラスタは、DMZなどのネッ ト ワーク  セグメン トで外部Web
会議サーバと して使用される

ソフ ト ウェア 内部 Web 会議サーバ ：

• リ リース 5.3 （Internal [Full Access] サーバ ロケーシ ョ ン オプシ ョ ンを使用）

外部 Web 会議サーバ ：

• リ リース 5.3 （External [Limited Access] サーバ ロケーシ ョ ン オプシ ョ ンを使用）

DNS 設定 • セグメン ト化された DNS の場合、同一のホス ト名を、内部 DNS では内部 Web 会議サー
バに、 外部 DNS では外部 Web 会議サーバに解決する必要がある

• セグメン ト化されていない DNS に対応するよ うに通知テンプレート を設定する方法に
ついては、 該当する Cisco MeetingPlace 通知アプリ ケーシ ョ ンの管理者ガイ ドを参照

• 内部のホス ト名または IP アドレスは、内部ネッ ト ワークからのアクセスのみを許可する

• 外部のホス ト名または IP アドレスは、 内部ネッ ト ワーク と インターネッ ト両方からの
アクセスを許可する

ポート  アクセス DMZ と内部ネッ ト ワーク間のオープン  ポート ：

• TCPポート 5003および5005が、Web会議サーバとプライマ リのCisco MeetingPlace Audio
Server システム間で双方向に開いている

（注） 使用しているネッ ト ワークが 「 リバース接続」 に対応している場合 （IP アドレスで
はなく Cisco MeetingPlace Server のホス ト名を使用して Web 会議サーバを設定して
いる場合） 、 Audio Server システムは、 ポート 5003 着信がブロ ッ ク されている と、
DMZ の Web 会議サーバに対して リバース接続を開始できる

インターネッ トから DMZ への着信オープン  ポート ：

• ポート 80

• （強く推奨） ポート 443 （SSL 用）

• （強く推奨） TCP ポート 1627 （ ミーティング コンソール アクセス用）

• （任意） TCP ポート 1503 （T. 120 アプリ ケーシ ョ ン アクセス用）
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WebConnect の要件
負荷分散機能の詳細については、 『Administrator's Guide』 の第 6 章 「Cisco MeetingPlace Web
Conferencing and Load Balancing」 を参照して ください。

WebConnect の要件
WebConnect を使用する と、 1 つの URL を使用して、複数の内部 Web 会議サーバと外部 Web 会議
サーバをシームレスに統合できます。 WebConnect を使用する前に、表 5 の要件を満たしているこ
とを確認して ください。

WebConnectの詳細については、『Administrator's Guide』の第7章「Cisco MeetingPlace Web Conferencing
and WebConnect」 を参照して ください。

（注） UNIX システムでは、 WebConnect 機能はサポート されていません。

表 4 CiscoMeetingPlace Web Conferencing の負荷分散機能の要件

コンポーネン ト 要件

音声サーバ • 内部ク ラスタおよび外部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバは、 同一の Cisco 
MeetingPlace Audio Server システムに接続している必要がある

• Cisco MeetingPlace アプ リ ケーシ ョ ン （Cisco MeetingPlace Web Conferencing、 Cisco
MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway、Cisco MeetingPlace Directory Services など） が稼働し
ている最大 16 の Cisco MCS を同一の Cisco MeetingPlace Audio Server システムに接続で
きる

（任意） 内部 Web 会議
サーバ ク ラスタ

• 内部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバは、 1 つの SQL Server データベースを共有
する必要がある

• 内部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバは、 共有の添付ファ イル保管場所にアクセ
スする必要がある

• Server Location オプシ ョ ンに Internal （Full Access） を使用して、 各サーバ （内部 Web
サーバ 1、 内部 Web サーバ 2 など） に順次リ リース 5.3 をインス トールする

• 内部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバの設定 （Replication Service や Audio Service
パラ メータなど） を同じにする

（任意） 外部 Web 会議
サーバ ク ラスタ

• 外部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバは、 1 つの SQL Server データベースを共有
する必要がある。 内部ク ラスタ と外部ク ラスタでは、 異なるデータベースを使用する

• 外部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバは、 共有の添付ファ イル保管場所にアクセ
スする必要がある

• Server Location オプシ ョ ンに External （Limited Access） を使用して、 各サーバ （外部
Web サーバ 1、 外部 Web サーバ 2 など） に順次リ リース 5.3 をインス トールする

• 外部ク ラスタ内のすべての Web 会議サーバの設定 （Replication Service や Audio Service
パラ メータなど） を同じにする

（任意） 混在ク ラスタ
（内部ク ラスタ と外部ク
ラスタが 1 つずつ）

内部 Web サーバ ク ラスタまたは外部 Web サーバ ク ラスタ と同じ要件に次の内容を追加

• 内部ク ラスタ  データベースと外部ク ラスタ  データベースは、同じ GUIDS を使用する必
要がある。 詳し くは、 『Administrator's Guide』 の第 6 章にある 「Copying GUIDS From the
Internal to the External Web-Conferencing Server」 の項を参照
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Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユーザ要件
Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユー
ザ要件

次の表は、リ リース 5.3 のサードパーティ環境との互換性を示します。こ こに記された Service Pack
（SP） は、 最低限必要なものです。 こ こに記されたものよ り も機能の高い SP は、 特に明記されて
いない限り、 正常に動作する と考えられます。

表 5 WebConnect の要件

コンポーネン ト 要件

音声サーバ Cisco MeetingPlace Audio Server リ リース 5.3

Cisco MeetingPlace MeetingTime リ リース 5.3 （次の設定を使用）

• User profile > Sched only on scheduling home server? > No

• User profile > Sched only on NS home site? > No

• System Parameters > Allow Vanity Mtg IDs? > Yes

SQL サーバ Microsoft SQL Server 2000 （SP 3a）

• リ リース 5.3 に組み込まれており、Cisco MCS で SQL Server をローカルにインス トール
する際に、SQL Server の以前のバージ ョ ンがインス トーラによって検出されない場合は
自動的にインス トール。 以前のリ リースが検出された場合は、 SP 3a にアップグレード

• SQL Server のフルバージ ョ ンを使用する と、別のサイ トから ミーティングを検索できる

Cisco MeetingPlace
イ メージ

Cisco MeetingPlace イ メージ内のすべてのサイ トで、 Cisco MeetingPlace Audio Server リ リー
ス 5.3 を使用

Cisco MeetingPlace
サイ ト

サイ ト内のすべてのシステムで、 同一のシステム  オプシ ョ ンと通知方法を使用
（MeetingNotes、 Cisco MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway、 Microsoft Outlook など）

外部の専用サイ ト  VPN （T1 またはフレーム  リ レー）

ロールオーバー マップ
の設定

すべてのユーザを 1 つのグループに割り当てる必要がある

すべてのグループを 1つのロールオーバー マップに割り当てる必要がある（ロールオーバー
マップにサイ トが 1 しかない場合も同様）

ディ レク ト リ  サービス Cisco MeetingPlace Directory Services または同様のプロファ イル同期手段を専用サーバ上で
使用する必要がある
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表 6 Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユーザ要件

OS （オペレーテ ィ ング
システム）

要件

Windows Cisco MeetingPlace の Web 会議に参加する場合

• ミーティング コンソール （リ リース 5.3 に組み込まれている） または T.120 互換アプリ
ケーシ ョ ン

• （任意） WAV、 WMA、 または MP3 ファ イルを再生するオーディオ プレーヤー

• 音声会議および Web 会議に参加するための個別のインターネッ ト  アクセスおよび電話
アクセス

• Windows ME、2000 Professional、2000 Server Edition （SP 2）、2000 Advanced Server Edition
（SP 2）、 XP、 または 2003 の各 OS

• 上記の OS 上で動作する次の Java 対応 Web ブラウザのいずれか 1 つ （セキュ リ ティ  レ
ベルを 「中」 または 「低」 に設定）

– Microsoft Internet Explorer 5.5 （Microsoft Java Virtual Machine [JVM] 3309 以降、 また
は Sun Java Runtime Environment [JRE] 1.4.2 以降を使用）

– Microsoft Internet Explorer 6.0 （Microsoft JVM 3802 以降、または Sun JRE 1.4.2 以降を
使用）

– Netscape Navigator 7.0、 7.1 （Sun JRE 1.4.2 以降を使用）。 Netscape Navigator は、 ミー
ティ ング コンソールを完全にはサポート しておらず、 ユーザはミーティ ング  コン
ソールのベーシッ ク  バージ ョ ンを使用して、 プレゼンテーシ ョ ン、表示、 コ メン ト
付加、ホワイ ト ボード、共同作業、アプリ ケーシ ョ ン共有オプシ ョ ンのイネーブル、
およびチャ ッ ト を利用できる

ビデオ会議を使用する場合の追加要件

使用中のエンドユーザ システムをビデオ会議用に設定するには、 『Administrator's Guide for
Cisco MeetingPlace Video Integration Release 5.3』 を参照する

ミーティング コンソールを使用してアプ リ ケーシ ョ ン共有を行う場合の追加要件

• システム要件 ：

– 200 MHz Pentium II プロセッサ

– 128 MB RAM

– Netscape Navigator 7.0 を使用して負荷の高いプレゼンテーシ ョ ンを行う場合は 256
MB RAM の使用を推奨

• （任意、 ただし強く推奨） TCP ポート  1627 をファ イアウォール上でク ライアン トから
サーバ方向に開く （直接着信アクセス用）

– このポートが閉じている と、 ミーティング コンソールはポート 80 経由のト ンネ リ
ングを使用してやや遅い接続を確立する

T.120 互換アプリ ケーシ ョ ンを使用してアプ リ ケーシ ョ ン共有を行う場合の追加要件

• NetMeeting （ リ リース  3.01） または他の T.120 互換アプリ ケーシ ョ ンをインス トール

• ホス ト と Web 会議サーバ間のすべてのファイアウォールで TCP ポート 1503 を開く

• スク リーン  セーバーを無効にする

Netscape Navigator を使用する場合は、 Web ブラウザで適切な NetMeeting MIME タイプを設
定する必要がある。詳し くは、 『Administrator's Guide』 の第 8 章にある 「About NetMeeting 3.01」
の項を参照
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Cisco MeetingPlace 製品の互換性
Cisco MeetingPlace 製品の互換性については、次の手順に従って『Installation Planning Guide for Cisco
MeetingPlace リ リース 5.3』 を参照して ください。

Macintosh Cisco MeetingPlace の Web 会議に参加する場合

• ミーティング コンソールのベーシッ ク  バージ ョ ン （ リ リース 5.3 に組み込まれている）

– Macintosh システムでは、スケジュール機能以外の完全な ミーティング コンソール、
ポーリ ング、およびビデオ会議の機能はサポート されない。 ミーティング コンソー
ルのベーシッ ク  バージ ョ ンを使用する と、 プレゼンテーシ ョ ン、表示、 コ メン ト付
加、 ホワイ ト ボード、 共同作業、 およびチャ ッ トの機能を利用できる

• （任意） WAV、 WMA、 または MP3 ファ イルを再生するオーディオ プレーヤー

• 音声会議および Web 会議に参加するための個別のインターネッ ト  アクセスおよび電話
アクセス

• Mac OS 9、 9.1、 9.2、 X （10.x）

• Netscape Navigator 7.0 （JRE 1.4.2 以降）、 または Safari 1.2 （Sun JRE 1.4.2 以降）

Cisco MeetingPlace の Web 会議でアプリ ケーシ ョ ン共有機能を使用する場合の追加要件

• Mac OS X （10.3）

• Safari 1.2 （Sun JRE 1.4.2 以降）

（注） Macintosh ク ラアン トでアプ リ ケーシ ョ ン共有機能を使用できる OS とブラウザは上
記の組み合わせのみ

UNIX Cisco MeetingPlace の Web 会議に参加する場合

• ミーティング コンソールのベーシッ ク  バージ ョ ン （ リ リース 5.3 に組み込まれている）
または T.120 互換アプリ ケーシ ョ ン

– UNIX システムでは、 完全な ミーティング コンソール、 ポーリ ング、 およびビデオ
会議の機能はサポート されない。 ミーティ ング コンソールのベーシッ ク  バージ ョ
ンを使用する と、 プレゼンテーシ ョ ン、 表示、 コ メン ト付加、 ホワイ ト ボード、 共
同作業、 およびチャ ッ トの機能を利用できる

• （任意） WAV、 WMA、 または MP3 ファ イルを再生するオーディオ プレーヤー

• 音声会議および Web 会議に参加するための個別のインターネッ ト  アクセスおよび電話
アクセス

• Solaris 7 以降

• Netscape Navigator 7.0 （JRE 1.4.2 以降）、 または SunForum 3.1 以降

Cisco MeetingPlace の Web 会議でアプリ ケーシ ョ ン共有機能を使用する場合の追加要件

• SunForum 3.2

• ホス ト と Web 会議サーバ間のすべてのファ イアウォールで TCP ポート 1503 を開く

• スク リーン セーバーを無効にする

（注） UNIX システムのユーザはミーティング コンソールを使用して ミーティングを開催
するこ とはできない

表 6 Cisco MeetingPlace Web Conferencing のエンドユーザ要件 （続き）

OS （オペレーテ ィ ング
システム）

要件
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リ リース 5.3 へのアップグレード
ステップ 1 Web ブラウザを開いて、 次の URL にアクセスします。 
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/conf/mtgplace/audio/index.htm

ステップ 2 Cisco MeetingPlace Audio Server のページで、Cisco MeetingPlace Audio Server Release 5.3 をク リ ッ
ク します。

ステップ 3 Cisco MeetingPlace Audio Server Release 5.3 のページで、 Installation Planning Guide for Cisco
MeetingPlace 5.3 をク リ ッ ク します。

ステップ 4 Installation Planning Guide for Cisco MeetingPlace Release 5.3 のページで、 Introducing Cisco
MeetingPlace > Cisco MeetingPlace Product Compatibility Matrix をク リ ッ ク します。

リ リース 5.3 へのアップグレード
旧型のシステムを リ リース 5.3 にアップグレードする場合の要件は次のとおりです。

• 該当するネッ ト ワーク構成に必要な Cisco MCS と同等のシステム仕様を持つ旧型のサード
パーティ製 Windows サーバ。 MCS の仕様については、 次の URL を確認して ください。

http://www.cisco.com/jp/product/hs/iptel/mcs/

• Windows 2000 Server （SP 4） または Windows Server 2003 （Enterprise Edition）

• Microsoft Internet Information Server （IIS） 5.0 または 6.0

– Microsoft IIS 6.0 は Windows Server 2003 にインス トール

• SQL Server 2000 （SP 3a） または SQL Server （MSDE） （SP 3a）

– リ リース 5.3 では、 SQL Server Processor License オプシ ョ ンが必要。 詳し くは、 Microsoft
社の Web サイ ト を参照

– リ リース 5.3 システム （特に、本稼働システム） では、 SQL Server 2000 のフルライセンス
バージ ョ ンの使用を強く推奨。 MSDE から SQL Server のフルバージ ョ ンにアップグレー
ドする場合、SQL Server のフルバージ ョ ンをインス トールしてから Cisco MeetingPlace Web
Conferencing を リ リース 5.3 にアップグレードする

注意 使用中の Click-to-Attend リ ンク、 添付ファ イル、 およびミーティング記録を保持する場合、 SQL
Server のデータベースは削除しないでください。データベースを削除した り再構築した りする と、
これらの情報もすべて削除されます。

使用中の Web 会議サーバの リ リ ース 5.3 へのア ッ プグレー ド に関する詳細については、
『Administrator's Guide』 の付録 A 「Upgrading or Uninstalling Cisco MeetingPlace Web Conferencing」
を参照して ください。

新機能および変更された機能
リ リース 5.3 で追加された新機能および強化された機能は次のとおりです。

機能 説明

シスコ  ブランドへの変更 グラフ ィ ッ ク  ユーザ インターフェイスや付属のマニュアル
類をすべて Cisco MeetingPlace のブランド とカラーに一新

DoS への対処 3 つの新しい管理者設定によ り、 過負荷状態のサーバは使用
中のユーザと正規の着信ユーザに継続してサービスを提供
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新機能および変更された機能
インス トール機能の強化 インス トーラは必要なソフ ト ウ ェアすべてを含むパッケー
ジに組み込まれており、 ユーザはパッケージのダウンロード
と インス トールを独自に行う こ とが可能。 インス トール機能
には、 SQL Server のインス トールも含まれる

スライ ド  キャ ッシュ機能の強化 強化されたスラ イ ド  キャ ッシュ機能をレクチャ形式の ミー
ティングで使用する と、 表示中のスライ ドに続く スラ イ ドが
3 つダウンロードできるため、 ネッ ト ワークの負荷が軽減さ
れ、ゲス ト  ユーザがプレゼンテーシ ョ ンを制御するのを防ぐ
こ とができる

SSL 管理の強化 Secure Socket Layer （SSL） を使用してシステムを設定できる
よ うになった

アップグレード機能の強化 カス タマイズ機能が メ インの製品と分離されているため、
Web会議ソフ ト ウェアをアップグレード しても使用中のカス
タマイズを維持できる

Segmented Meeting Access 構成の
強化

「Display Meeting to Everyone」の設定が、「Allow Internet Access」
と 「Publicly Listed Meeting」 の 2 つのオプシ ョ ンに分かれ、
Segmented Meeting Access 構成の利用が簡易化

アプリ ケーシ ョ ン共有機能の
強化

アプ リ ケーシ ョ ン共有機能のパフォーマンスを改善するた
めに、 ホス トの ミーテ ィ ング コンソールでのホス ト  アプ リ
ケーシ ョ ンの自動表示機能を削除。 また、 他のユーザが画面
の更新を受信するまでの遅延時間を把握できるよ うに、 ホス
トに視聴者遅延フ ィードバッ クを提供

Macintosh でのアプ リ ケーシ ョ ン
共有

アプリ ケーシ ョ ン共有機能を Macintosh ク ライアン トでも利
用でき る よ う に拡張。 Macintosh ク ラ イアン ト のユーザは、
Web 会議中にデスク ト ップ、デスク ト ップの一部、 または選
択したアプ リ ケーシ ョ ンを共有できる  

プレゼンテーシ ョ ン  ス ラ イ ドの
1024 × 768 表示への最適化

プレゼンテーシ ョ ン スライ ド表示の解像度を 1024 × 768 に
最適化。 解像度 800 × 600 のユーザが多数の場合は、 システ
ム オプシ ョ ンを使用して設定を変更できる

Sun JRE のサポート Sun Java Runtime Environment （JRE） 1.4.2 以降をサポート

Cisco MeetingPlace Video
Integration のサポート

ユーザは Web を使用してビデオ リ ソースをスケジューリ ン
グし、 ビデオ エンドポイン ト を通じて Cisco MeetingPlace の
ミーティングに参加できる

ミーティング コンソールの更新 ミーティング コンソール機能の強化によ り、ダウンロード時間
の短縮、表示スペースの大きな無駄のないユーザ インターフェ
イス、ビデオ会議機能（Cisco MeetingPlace Video　 Integration が
必要） を実現

パブリ ッ ク  ミーティング設定
機能の向上

管理者とユーザがFind Meetings リ ス トでパブ リ ッ ク  ミーティ
ングを参照可能にする設定をしやすくする機能を追加

機能 説明
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警告
警告
未解決および解決済みの警告は、 リ リース  ノートには記載されていません。 警告に関する最新情
報は、 新しいオンライン ツールである Bug Toolkit から入手できます。 Bug Toolkit を使用する と、
お客様は必要に応じて警告を検索できます。

リ リースに追加された新機能や拡張機能を確認した り、 以前のリ リースから修正された警告を調
べたりするため、新しい Cisco MeetingPlace リ リースが配布されたと きは、照会を行ってください。

Bug Toolkit にアクセスするには、 次のものが必要です。

• インターネッ ト接続

• Web ブラウザ

• Cisco.com のユーザ名とパスワード

Bug Toolkit を使用する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 Web ブラウザを開いて、 次の URL にアクセスします。
http://www.cisco.com/pcgi-bin/Support/Bugtool/launch_bugtool.pl

ステップ 2 Launch Bug Toolkit ハイパーリ ンクをク リ ッ ク します。

ステップ 3 特定の警告に関する詳細を検索するには、「Enter known bug ID:」 フ ィールドに ID 番号を入力しま
す。 Cisco MeetingPlace の警告をすべて表示するには、 「Search for bugs in other Cisco software and
hardware products」 に移動して、 Product Name フ ィールドに meetingplace と入力します。

（注） Cisco MeetingPlace は、 最初の 3 文字 mee を入力する と表示されます。

ステップ 4 Next をク リ ッ ク します。 Cisco MeetingPlace 検索ページが表示されます。

ステップ 5 警告を問い合わせるフ ィルタを選択します。 使用可能なオプシ ョ ンの一部またはすべてを選択で
きます。

ステップ 6 Next をク リ ッ ク します。 Bug Toolkit は、 問い合わせに基づいて警告のリ ス ト を返します。

関連資料
Cisco MeetingPlace の一般的な資料については、 次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/conf/index.htm

Reference Center の更新 Cisco MeetingPlace Video Integration のエンド  ユーザ情報を扱
えるよ うに、 Cisco MeetingPlace Reference Center を更新

シングル サインオンの設定機能 Windows Integrated Authentication を使用してシングル サイン
オンを設定できるため、ユーザは 1 度のログインで Windows
ド メ インと リ リース 5.3 の両方に認証アクセスできる

機能 説明
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関連資料
Cisco MeetingPlace 製品の関連資料は、『Administrator's Guide for Cisco MeetingPlace Web Conferencing
Release 5.3』 内の 「Related Documentation」 を参照して ください。 この資料は、 次の手順で入手で
きます。

ステップ 1 Web ブラウザを開いて、 次の URL にアクセスします。 
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/conf/mtgplace/web/index.htm

ステップ 2 Cisco MeetingPlace Web Conferencing のページで、 Cisco MeetingPlace Web Conferencing (Release
5.3) をク リ ッ ク します。

ステップ 3 Cisco MeetingPlace Web Conferencing (Release 5.3) のページで、 Administrator's Guide for Cisco
MeetingPlace Web Conferencing Release 5.3 をク リ ッ ク します。

ステップ 4 Administrator's Guide for Cisco MeetingPlace Web Conferencing Release 5.3 のページで、 Introducing
Cisco MeetingPlace Web Conferencing Release 5.3 > Additional References をク リ ッ ク します。

（注） 最新の更新情報については、必ず『Cisco MeetingPlace Web Conferencing リ リース 5.3 リ リース ノー
ト 』 を参照して ください。

この資料は、 「関連資料」 に記載されている資料と併せてご利用ください。

CCSP、 Cisco Square Bridge のロゴ、 Cisco Unity、 Follow Me Browsing、 FormShare、 StackWise は、 Cisco Systems, Inc. の商標です。 Changing
the Way We Work, Live, Play, and Learn、 iQuick Study は、 Cisco Systems, Inc. のサービスマークです。 Aironet、 ASIST、 BPX、 Catalyst、 CCDA、

CCDP、 CCIE、 CCIP、 CCNA、 CCNP、 Cisco、 Cisco Certified Internetwork Expert のロゴ、 Cisco IOS、 Cisco Press、 Cisco Systems、 Cisco Systems
Capital、Cisco Systems のロゴ、Empowering the Internet Generation、Enterprise/Solver、EtherChannel、EtherFast、EtherSwitch、Fast Step、GigaDrive、
GigaStack、HomeLink、 Internet Quotient、 IOS、 IP/TV、 iQ Expertise、 iQ のロゴ、 iQ Net Readiness Scorecard、LightStream、Linksys、MeetingPlace、
MGX、Networkers のロゴ、Networking Academy、Network Registrar、Packet、PIX、Post-Routing、Pre-Routing、ProConnect、RateMUX、Registrar、
ScriptShare、 SlideCast、 SMARTnet、 StrataView Plus、 SwitchProbe、 TeleRouter、 The Fastest Way to Increase Your Internet Quotient、 TransPath、
VCO は、 米国および一部の国における Cisco Systems, Inc. または関連会社の登録商標です。

このマニュアルまたは Web サイ トで言及している他の商標はいずれも、 それぞれの所有者のものです。 「パートナー」 とい う用語を使用し

ていても、 シスコシステムズと他社とのパートナー関係を意味するものではあ り ません。 （0406R）

Copyright © 2005 Cisco Systems, Inc.
All rights reserved.
15
Cisco MeetingPlace Web Conferencing リ リース 5.3 リ リース ノート

OL-6099-01

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/conf/mtgplace/web/index.htm

	Cisco MeetingPlace Web Conferencing リリース5.3リリース ノート
	目次
	イントロダクション
	リリース履歴

	Cisco MeetingPlace Web Conferencingのシステム要件
	VNCを使用したCisco CallManagerのインストール
	Cisco MeetingPlace Web ConferencingとCisco Security Agent

	Segmented Meeting Accessの要件
	Segmented Meeting Access - 1 Serverの要件
	Segmented Meeting Access - 2 Serverの要件

	負荷分散機能の要件
	WebConnectの要件
	Cisco MeetingPlace Web Conferencingのエンドユー ザ要件
	Cisco MeetingPlace製品の互換性
	リリース5.3へのアップグレード
	新機能および変更された機能
	警告
	関連資料


